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北海道教育庁教職員局教職員課

根 室 管 内 中 間 報 告 会 か ら

今号では、10月29日（金）に行われた、根室管内の中間報告会で発表された中標津町立丸
山小学校の報告内容から特徴的な取組等についてお伝えします。

新時代の教育を支える働き方改革通信

主 な 取 組 内 容

○ マネジメントボードの活用
○ 研修部通信による職員の意識啓発
○ 年度初めの一週間を午前授業とし、午後

は、学年団で年間スケジュールを立てる
時間などに充てる。

○ 交通安全指導を町内会へ依頼
○ 図書室の整備をボランティアへ依頼
○ 「身につけさせたい力は何か」という基

準で、行事の在り方を見直し

主 な 課 題 今 後 の 展 開

○ 分掌業務の洗い出しをした上で、ど
のような働き方にシフトすべきか学校
全体で模索する。

○ 時間外在校等時間が45時間を超過してい
る職員の数が減らない。

○ 超過している職員の固定化

中 標 津 町 立 丸 山 小 学 校

ボトムアップによる取組の推進

毛利教職員課主幹
（働き方改革）から

教育局働き方改革
推進チームから

種々ある校内外の通信には学校の
目指す姿が触れられていて統一感を
感じます。教員の献身的な行動で信
頼の厚い学校と拝察します。
働き方改革は、未来志向の学校づ

くりです。地域の信頼を土台に、協
議を通して協働の取組を充実させ、
好事例として啓発していただきたい
と思います。

校長先生の方針の下、重点を明
確にし、重複しているものや目的
が曖昧なもの、効果が見えないも
のは大胆に削除したり、委託する
形をとっています。
地域の教育力を活用して教育の

質を高めることや、職員一人一人
が日常の働き方を意識することに
よって、学校が一丸となって働き
方改革を進める好事例です。


